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ふくしま大交流フェア
京で本宮の魅力 PR東

八ッ田内七福神舞

福を祈願し七福神舞幸 

岩角山岩角寺大梵天祭

病息災願い争奪戦無 

　福島県の魅力を首都圏の消費者にPRする「ふく
しま大交流フェア」は12月23日、東京国際フォー

ラムで開催され、本宮市と㈱東北協同乳業、御稲プ

ライマル㈱が出店し、米やこうじの加工食品、ヨー

グルト、キャラクターグッズの販売を行いました。

またブースでは、観光PRと移住・定住の相談を行

い、首都圏からの来市を呼びかけました。

　白岩字塩ノ崎の通称・八ッ田内地区では小
正月の伝統行事「八ッ田内七福神舞」が、１

月７日にぎやかに繰り広げられました。

　七福神舞は一年の家内安全や五穀豊穣を願

うもので、今年の本宿の石川昌利さん宅では、

笛や太鼓の音色に合わせ、七福神にふんした

子どもたちやひょっとこ姿の男たちが軽やか

な舞を披露しました。

　岩角山岩角寺の「大梵天祭」は、１月３日行われ、
多くの参拝者が１年の福を得ようと、梵天を取り合
いました。
　青竹で作られた大梵天の一部を持ち帰ると１年の
無病息災・家内安全が約束されるとされており、用
意された 14本が境内に持ち込まれると、多くの参
拝者が駆けより激しい争奪戦を繰り広げました。

多くの人でにぎわった本宮市ブース

①ひょっとこが養蚕用具のマブシを編み豊作を祈願　②子どもたちが七福神それ
ぞれに特徴ある舞を披露　③舞の終わりにはひょっとこが豆をまき福を呼び込ん
だ

1年の福を願い、大梵天を取り合う参拝者

①①

②②③③
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日本空手協会本宮支部　稽古始め
勢の良い掛け声響く威 

消防出初め式
列行進を披露分 

本宮ふれあい書き初め大会
持ち新たに書き初め気

えぽか餅つき大会
族そろって餅つき体験家 

　１月８日、日本空手協会本宮支部の稽古始めが糠
沢小学校体育館で行われ、幼稚園から大人まで総勢
30人が新年の初稽古に精を出しました。本宮支部
では昨年、支部長の根本洋三 6段と本宮空手道ス
ポーツ少年団長の川名清 5段が日本空手協会から
錬士の称号を授与されており、参加した子どもたち
は、偉大な先生に負けじと稽古に励んでいました。

　本宮市消防団の消防出初め式は１月８日、総合体
育館を会場に行われ、消防団員や女性消防協力隊員
ら約４５０人が出席しました。式では国分宏明団長
が一年の防火活動に向けて訓示し、通常点検を行い
ました。式終了後には、中心市街地をパレードし、
沿道で見守る多くの市民に一糸乱れぬ分列行進を披
露しました。

　第 8回本宮ふれあい書き初め大会は 1月 5日、
中央公民館と白沢公民館の 2会場で開催され、市
内の小学 3年生から中学 3年生、一般まで約 120
人が参加しました。小中学生は学年ごとに「とり年」
や「高い理想」など、一般は「風吹桃李一園香」の
課題にそれぞれ挑みました。作品は、2月 5日ま
で白沢ふれあい文化ホールで展示されます。

　１月９日、日本の伝統文化に触れてもらうことを
目的にえぽか餅つき大会が行われ、約１５０人の親
子連れが餅つきを体験しました。千本杵を使い、「よ
いしょよいしょ」のにぎやかな掛け声が会場に響き
わたりました。体験のあとには、プロの作ったお餅
がふるまわれ、あんこときな粉の甘くやわらかな餅
の食感を楽しみました。

中心市街地を行進する本宮市消防団

集中して書き初めに取り組む参加者

千本杵で威勢よく餅をつく子どもたち

稽古始めをした日本空手協会本宮支部の皆さん
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